
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被
爆
七
十
二
周
年
に
あ
た
り
原
水
爆
禁
止
神
奈
川

県
実
行
委
員
会
は
七
月
二
十
四
日
～
二
十
七
日
の
四

日
間
、
厚
木
市
役
所
を
起
点
に
県
庁
前
広
場
ま
で
の
コ

ー
ス
を
「
広
島
、
長
崎
の
悲
劇
を
二
度
と
許
さ
ず
、
繰

り
返
す
な
原
発
震
災
、
め
ざ
そ
う
脱
原
発
社
会
、
核
兵

器
廃
絶
、
軍
縮
に
向
け
て
の
努
力
、
非
核
法
制
定
、
被

爆
者
援
護
法
の
制
定
を
め
ざ
す
」
な
ど
、
県
民
に
訴
え

な
が
ら
平
和
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
神
奈
川
県
を

は
じ
め
と
す
る
自
治
体
に
対
し
申
し
入
れ
文
書
を
作

成
し
、
「
原
子
力
空
母
の
横
須
賀
母
港
化
反
対
、
池
子

米
軍
住
宅
増
設
の
反
対
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
、
厚

木
基
地
や
横
須
賀
基
地
な
ど
、
更
に
県
内
す
べ
て
の
基

地
返
還
を
」
な
ど
要
請
を
し
ま
し
た
。 

 

 

▼
平
和
行
進
は
初
日
、
厚
木
市
役
所
前
を
ス
タ
ー

ト
。
県
内
三
〇
ブ
ロ
ッ
ク
に
編
成
。
労
働
組
合
団
体
、

市
民
ら
一
九
八
〇
名
が
参
加
。
世
界
大
会
に
つ
な
げ

ま
し
た
。
最
終
日
の
県
庁
前
広
場
で
の
集
結
集
会
に

は
約
四
〇
〇
名
が
参
加
。
会
場
で
は
第
二
〇
代
高
校

生
平
和
大
使
が
「
１
万
人
署
名
と
カ
ン
パ
」
を
要
請
、

「
国
連
軍
縮
本
部
へ
責
任
も
っ
て
届
け
る
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。 

 

２０１７年７月２７日 (木) 

# ２１７ 写真ニュース  

２０１７原水禁平和行進 

：党神奈川 教育宣伝委員会発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
金
子
豊
貴
男
共
同

代
表
（
相
模
原
市
議
）
は
「
七
十
二
年
前
、
広
島
原
爆
投

下
で
瞬
時
に
亡
く
な
っ
た
人
は
十
四
万
人
、
長
崎
で
は
七

万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
年
は
国
連
で
核
兵
器
禁
止
条

約
が
成
立
し
た
が
、
唯
一
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府
は
米

国
と
協
調
し
て
参
加
し
な
か
っ
た
。
原
爆
被
爆
者
が
願
っ

て
い
る
こ
と
は
、
核
兵
器
を
な
く
し
二
度
と
戦
争
は
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
今
後
も
日
本
政
府
を
糾

弾
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
月
二
十
三
日
、
米

海
軍
の
イ
ー
ジ
ス
駆
逐
艦
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
が
コ
ン

テ
ナ
船
と
衝
突
し
た
事
故
で
七
名
の
水
兵
が
死
亡
し
た
が 

イ
ー
ジ
ス
艦
の
主
要
部
分
を
守
る
た
め
に
船
室
に
い
た
兵

士
を
水
死
さ
せ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
が
軍
隊
の
本
質
。
原

子
力
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
は
六
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
原
子
炉
を
２
基
積
ん
で
お
り
、
も
し
民
間
船
と
衝
突
す

る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
れ
ば
福
島
原
発
事
故
以
上
、
日
本

が
沈
没
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
横
須
賀
で
は
抱
え
て
い

る
。
私
た
ち
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
原
子
力
空
母
母
港
化
反

対
、
危
険
な
基
地
撤
去
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
な
ど
平

和
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ノ
ー
モ
ア
広
島
・
長
崎
・

福
島
の
闘
い
と
合
わ
せ
平
和
の
闘
い
を
更
に
広
め
る
」
と

決
意
を
込
め
ま
し
た
。 

 


